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先月、ジェイミー・ロイドから電話があり、彼が今シーズン、トラファルガー・スタジオで演出
を手がける３本目の作品として、『プライド』の再演を決めたと知らされたとき、これ以上のよ
ろこびはなかった。わたしたち二人がロイヤル・コート・シアターで初演に取り組んでから５年
が経ち、その５年間、わたしは幸運なことに、この戯曲が世界を旅し、何度も生まれ変わる姿を
見守ることができた──ニューヨークから東京へ、ストックホルムからシドニーへ。そしてい
ま、作品が帰郷を果たそうとしている。折しも同性婚容認に向けた運動が大きく進展したばかり
であり、完璧なタイミングでの上演ではないだろうか。 
数年前に誰が考えただろう？──まさか同性婚が可能になるとは。同性で愛し合う二人の人間
が、法的にも社会的にも、ヘテロセクシュアルな結びつきと完全に平等な関係を認められると
は。そしてわたしは、たいへん意義ある闘いに勝利がもたらされたことを悟った──この勝利に
よって宣言されたのだ、同性カップルの関係は、ストレートの友人たちが享受する関係と同じく
大切なもの、正当なもの、神聖不可侵なものである、と。これは大きな前進の瞬間であり、その
意義をあなどることはできない。一種の革命であり、世界の他の地域が目指すべき方向を示した
のだ。 
けれども、かなしいかな、多くの国々はあとに続くことにそれほど熱心ではない。こちらの状況
が前進しているのとは裏腹に、他の国々では暗黒の力がますます幅を利かせている──ロシアの
ウラジーミル・プーチン政権は最近、いわゆる伝統的なセックスを除く性的関係の「宣伝」を、
違法とする法律を発効させた。言い換えれば、アートやメディアにおいて同性愛の関係をポジ
ティブに描けば、法に反することになるのだ。 
カメルーンでは、ゲイ人権活動家エリック・オヘナ・ランバンブが、自分の信念を貫き通したこ
とから残忍な拷問を受け、殺害された。グルジアでは、首都トビリシで初めてのゲイ・パレード
に参加しようとした勇敢な数名が、いきり立った何千人もの男たちに取り囲まれたため、現場か
ら護送せざるをえないという事態があった。 
また、世界のイスラム諸国でも、同性愛は道徳に反するものとされ、嫌悪され、おそろしい刑罰
を加えられる。こうした現状から思い出されるのは、最近この国で起きた出来事が一つの戦闘で
の勝利を意味したとしても、ホモフォビアをめぐる戦争はまだまだ終わらない、ということだ。
そんなことを考えながら思い出した──わたしはそもそも何に駆り立てられ、『プライド』とい
う劇を書いたのか。 
それはおよそこういうことだ。「お前のような人間はまちがっている、お前たちのように愛し合
うことはまちがっている」──そうたびたび言い聞かされる世の中で、自分を信じることはあま
りにも難しい。いま映像で、トビリシで猛り狂う群衆が護送車を取り囲む様子を見ながら、ホモ
フォビアのルーツとは何なのか、なぜここまで根深いものなのかを問い直してみる。きっと答え
はたくさんある──あの男たちの多くは、心のなかに隠しもった同性愛的志向におびえているの
かもしれない。自分たちが女々しいと見なす者たちのせいで集団が弱体化することをおそれてい
るのかもしれない。理解の及ばないものを憎悪しているのかもしれない。あるいは、それらが組
み合わさった結果なのかもしれない。 
とはいえ、ホモフォビアが世界に絶えず蔓延してきた理由が何であれ、冷静に考えてみるといい。
そのことがゲイの人々に対し──彼らの自己意識に、彼らのアイデンティティと自信に対し──
どんな影響を及ぼしたか。わたしがこの戯曲で掘り下げようと思ったのは、主にそういうことだ



──人が成長し、自分を根源的に知ろうとするとき、どんなくびきを捨て去らなければならない
のか、同性愛の女性・男性は何世代にも渡り、本当の意味で自分に対するプライドを手に入れる
ため、どれほどの苦しみを味わい、どんな闘いをくり広げてきたのか。 
というのも、わたし自身、人生を振り返ってみると、もっとも記憶に残っているのは、自分が何
者であるかを告げる声が聞こえてくる感覚なのだ。それはわたしのことなど何ひとつ知らない者
たちの声だった。また、わたしは本当のアイデンティティを隠すことができるようになった。８
０年代のギリシャの学校で、わたしは即座に知ったのだ──ゲイであるとはすなわち、からかわ
れ、あざけられることだ、と。のちに、１０代のわたしは映画に夢中になった。そこで次から次
へと目にしたのは、ゲイのネガティブなステレオタイプ、つまり最後に命を落とすか、もしくは
無惨な運命に追い込まれるような人物ばかりだった（この歴史については、１９９５年に発表さ
れたドキュメンタリー映画『セルロイド・クローゼット』で見事につづられている）。やがて、
恐怖に鼓動を高鳴らせながらも、わたしははじめて、ある小説のなかにゲイの性交渉の描写を見
つけた──別荘に誰かが置き忘れた怪奇小説だった──二人の男が罪悪感と羞恥心のうちに愛し
合い、やがてネズミに蝕まれる、というものだ。当時13歳、自分の気持ちとセクシュアリティを
何とか受け入れようとしていた身にとって、この物語が示すところは明らかだった──「お前は
ろくでもない人間だ、お前は幸せや愛のない人生を送るしかないのだ。」 
そういった文化的圧力と、ゲイ・アイデンティティが長年に渡ってこうむってきた影響について考
え始めたそのとき、わたしはこの戯曲の形式と構造を思いついた──三人の人物が二つの異なる
時代（１９５０年代と現代）に存在し、各時代で幅を利かせている社会の力が彼らのあり方に影
響を及ぼしている。このメタファーを中心に据えることにより、ゲイであるとはどういうこと
か、"性の革命"と前後する二つの時代で比較、対照してみようと考えた。そして同時に、二つの時
代につながりがあることをほのめかし、登場人物の一人のあり方が前の時代の自分から直接影響
を受けていることを暗に描こうとした──つまり、現代における彼のふるまいが多くの場合、過
去の自分が社会から受けた影響に対するリアクションとなっているのだ。この形式を戯曲に与え
たおかげで、個人的事象と歴史的事象が、ゲイ・アイデンティティという文脈のなかで世代を超
え、いかにつながっているか、その点を存分に掘り下げることができ、また、個々の人間は自分
の生まれてきた社会とどうつながっているのか、その面を掘り起こすことができると思った。人
は自分より前に生きた人々から何を受け継いでいるのか、ということだ。また、その探求を詩的
で暗示的なもの、想像力に働きかけるものとすることができた。 
そしていま、ジェイミー・ロイドが、今回の再演に出演する四人の並外れた俳優たち──ヘイ
リー・アトウェル、ハリー・ハッデン＝ペイトン、マシュー・ホーン、アル・ウィーヴァー──と
稽古に取り組むのを見守りながら、そもそもどういうわけでこの劇を書いたのか、わたしは原点
に立ち戻ってみる。考えられるのはこれだけだ──わたしは英雄という柄ではないし、そうで
あったこともない。すこしは勇気の要ることもやってみた──２０歳のとき、家族に対し、自分
もそういう人間だとカミングアウトした──そして、自分は何者なのか、自分を突き動かすもの
は何なのか、日々理解を深めようとしてきた。けれどもわたしは、潮の流れに立ち向かい、憎悪
に満ちた人々を相手に闘うことができるような、あの勇敢さをもった人間ではない──わたしは
エリック・オヘナ・ランバンブではない。それでもたぶん、勇気が足りないと知っているからこ
そ、劇を書くことで、ランバンブほどではないにせよ、人々のために自分なりの貢献を果たそう
という意欲をもち続けることができたのだ。それがどの国の人々であろうと、どの世代の人々で
あろうとだ。 
この戯曲のなかで、登場人物の一人がゲイ・プライドについてこう語る。「教えてよ、あれって
デモンストレーション、セレブレーション、それともファッション・ショー？」わたしはこう答



えよう──いまもデモンストレーションだ。そして、ゲイの人々はあらゆる面でストレートの
人々と平等だと全世界が認めるまで、デモンストレーションであり続ける。それでもいまは、ほ
んの束の間だけれども、いまのところは「セレブレーション」としてもいいのだろう──少なく
とも世界のこの場所、歴史のこの時点において、前へ進むための意義ある一歩を踏み出したのだ
から。突き詰めていえば、愛し合うための一歩だ。 



『プライド』を書くにあたり、初期衝動のどこかに相当の怒りがあったのだと思います。それが
何か一つのことがらに対する怒りであったのだとすれば、それは、社会があらゆる種類のステレ
オタイプを執拗なまでに要求するという点です。わたしたちは怠惰でいられるよう、安心してい
られるよう、さまざまな「ステレオタイプ」をつくります。「あいまい」ほど、人に脅威を与え
るものはないからです。すべての人間の内なるファシストが好む色は二つあります──白と黒で
す。そのあわいはありません。 
ですが現実の人間は、当然ながら、その二つの色のあいだの豊かで多様な色合いの内に存在しま
す。「汝自身を知れ」と、デルポイの神殿には記されています。自分を知ろうとすることだけが、
人生に何らかの意味を与えるのです。本当の愛を求めることも同様です。が、ひょっとすると両者
は表裏一体なのかもしれません。 
そこでわたしは、二つの異なる時代を生きる何人かの登場人物を生み出そうと考えました。各時
代において彼らは、自分をすこしでもよく知ろう、そしてお互いにつながり合おうと闘います。１
９５０年代において、その障壁となるのは、理解できないものをパラノイア的に恐怖する社会、
そして社会規範からの逸脱を怖れる行動規範です。そしてのちの時代、現代における障壁は、市場
原理が支配する社会、その一員になるために自身のコアな欲求に誠実でいることをやめなければ
ならない社会、あらゆるものが交換可能である、あらゆることが商取引であると唱えられている
社会です。もしかすると後者は前者に対するレスポンスなのかもしれません──暗黙のものは露
骨なものになり、隠れていたものはあからさまなものになり、秘められていたものはけたたまし
いものになるのです。どちらの時代でも、大切なものは失われます。そしてどちらの時代でも、正
直であることを求める闘いこそ、困難とはいえ、唯一取り組む価値のある闘いなのです。 
わたしにとってハッピーエンディングとは、登場人物が自分について、自分を追いやるさまざまな
力について、物語が始まる時点では知らなかったことがらを知るということです。それは正しい
方向への第一歩です。自覚するということです。 
わたしは長年、俳優として活動したのち、劇作に転向しました。その際、どのような立場であ
れ、自分は常に物語芸術に関わっていたかったのだと気づきました。励みになったのは、舞台俳
優としての経験が作家としてのわたしの声を豊かなものにしていたということです。わたしは演技
を通じ、劇作のすべてを学んだのです──構造について、人物造形について、台詞のやり取りに
ついて。そしていよいよ劇作に取りかかろうと決心したわたしは、一つの役を具現化するのでは
なく、多くの役の立場に身を置き、彼らの多くの声を見出そうと試みました。 
わたしの作品が日本で上演されると知り、たいへんうれしく思っています。わたしは以前より日本
国の文化に惹かれてきましたし、その芸術、文学、映画を通じて、彼方よりあこがれを抱いてき
ました。英国同様、島国である日本は、豊かで複雑な歴史をもち、この５０年ほどのあいだに、
とてつもなく大きな社会の変化を経験しました。今回日本を訪れ、『プライド』という作品が日
本で歩む人生に関わることができ、たいへん興奮しています。キャスト、クリエイティブチームの
みなさま、公演のご成功をお祈りいたします。東京の観客のみなさま、日本初お目見得となるわ
たしの作品をどうぞごらんください。お楽しみいただければさいわいです。 
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